






要約：HTLV-I env 遺伝子を発現する組み換えワクシニアウイルスで免疫したラット(WKA/H

系統)の脾細胞を用いたハイブリドーマ法により gp46 の種々のエピトープと反応する IgG

型単クロン抗体群を作製した。その中で LAT-27 抗体は HTLV-1 の細胞融合能を阻止した。

合成オリゴペプチド(10mer)を抗原としたELISAでLAT-27はgp46アミノ酸191-196を特異

的に認識することが示唆された。卵白アルブミンに結合させた合成オリゴペプチド,gp46

アミノ酸190-199,で免疫したウサギにはHTLV-1感染中和活性のある抗gp46抗体が誘導さ

れた。 


